
食の国際シンポジウム
11/4(金 )9‖ 5～ 18:00会 場●ホテル新潟 〈定員450名 〉

シンポジウム 参カロお申し込み方法
お申し込みはAガ キ FAX Eメ ール ホームベージで

食と花。私たちが世界とつながる際の重要なキーワード。とりわけ

食糧危機や安心 安全の危機など 食をめぐるテーマ|よ国際社会

の共通の課題です。私たちは2①Oフ年 国lT社会に真献できる食

および花の国際会議を創設します。今年は その助走というべき

食の国際シンポジウムを開伴します.FAO(国 連食輝農業機関)

が後援するもので、食のテーマていま必要な議論を展開します。

知的な刺激にある、llる一日に ぜひこ参加ください。

●畳F便番号 ●住所 ●氏名 ●年代 ●F哉業 (所i属)●Eメールアドレスを

こ記入のうえ ]0月 25日 必清でお申し込みくださしヽ↑

参カロ証を送付します (当日お持ちください)。
*lt募多ど夕の場合は先市幅とさせていたださます 予いtそ丁Iく■さい

申込先 :食と花の世界フォーラム実行委員会事務局

〒9518550新 潟市学校町通]番町602番 地]

Faxi025-223-5780 E― mai:info@shokuhana com

URL:http://www shokuhana com

10100ハマ,8:00

連続特別講演
世界の食糧需要と安全性確保の現状と将来

基調講演 「世界の食糧の需要と供給の確保」

主
我

9 0 0～ l i  0 0

円卓会言
「今世界で、なぜ食か。なぜ新潟か。」

山 口 寛 治氏 (やまぐち かんじ)
三妻商事株式会社顧間

1938年生まれ。慶鷹義聖大学法学部を卒業後 三斐商事株式会社
に入社 油脂部に勤務。米国三妄商事会社サンフランシスコ支店
ロサンゼルス支店勤務兼PAN P A C  F , C  C O M M O D  Tに S出
向を経て 86年に食材流通部長兼食品本部付に就任。96年に食料
担当取締役に就[資 材担当取締役 宮務取締役生活産業絡括担
当役員を経て99年に常務取締役生活産業グルーブCEOに 抗任。
取締役目J社長生活産業グルーブcEO常 任顧間を経て現在に至る。

武 田 修三 郎氏 ( たけだ しゅうざぶろう)
日本産学フォーラム事務局長

1941年曇媛県生まれ。慶雁義聖大学工学部卒業 同大学院修士
課程を経てオハイオ大学に留学。その後 67年までノースカロライナ
大学フェロー(助教授待通)を動めながら 同大学大学院で政治学を
学本。73年に帰国し 東海大学工学部助教授に就仁、のちに教授
となる。9o年休職して渡米し テネシー大学学長特月け捕佐に就仁。2
年後帰国し東海大学に復磯。産業技術等国際交流委員会(現 日
本産学フォーラム)設立に参画し 事務局長に航仁。

浜 美枝氏 (はま みえ)
震政ジャーナリスト

1943年東京都生まれ。60年東宣よリデビュー。67年「007は2度死ぬ」
で日本人初のポンドガールにな擢。日本を代表する女ほとして活露す
る一方 10代のころから日本古来の手仕事や農業に興味を持ち 全国
各地を歩く。40歳を過ぎてから本格的に農業問題 食糧問題に関する
ようになり、農政ジャーナリストとして活動。主な役職としては 農林水
産省 (財)農村開発企画委員会共催「農村アメニティ審議会委員」
農林水産省 (財)農村開発企画委員会共催「食アメニティコンテスト
審査委員会会長」 日本花普及センター理事 食アメニティネットワー

クの会会長 (財)農村開発企画委員会評静会委員など。

篠田 昭 ( しのだ あさら)

新潟市長

1948年新湧市生まれ。72年新潟日報と入社。編集局学芸部長
長岡支社報道部長 読説委員 編集委員などを歴任。2002年新潟
市長に就任。

特別講演
「21世 紀の食糧問題への警鐘」

八一ティグ デツ エヽン氏 (Hartwtt De Haen)
F A O経 済社会局局長

ドイツ ケッティンゲン大学修士 博士号取得 (農業経済)。ドイツ

ケッティンゲン大学教授 農業学部長及び農業環境結合センター長.
9ヽ 8 8～90年経済協力 開発連邦省科学語問委員会委員長 90～

94年FA O農 業局長 95年より現職。生産経済学 開発経済学 農
業政策 環境経済等分野について 多数の本拝篤文。

レスター ブラウン氏 〈Lester B「own)
アースポリシー研究所所長

1934年米国ニュージャージー州生まれ。ラトガーズ大学 ハーバード大
学でな学 行政学を修める。農務省にて国際模業開発局長を務める。
74年に地球環境問題に取り組むワールドウォッチ研究所を創設。「地
球白書」地球環境総合議rワールドウォッチ』 「地球環境データブッ
ク」を刊行。2001年にアースポリシー研究所(Earth PoHcy hstlute)
を創設して所長に就任し現在に至る。93年にNHK「末来への航海
レスタープラウンの環境教室」に出演。

招待講演2「国際的に見たCMOの 現状と将来J
バンポットナポンペス氏(Ba n 9 o t  N a p o m p e t h )
F A Oア ジア太平洋事務所バイオテクノロジー食品安全部長

FAOに 日本が資金提供しているトランスファンドブロジェクト「ァジアに
おけるGM農 作物の環境評価体片Jの確立」のコンサルタントの運営に
あたってぃる。タイのカセート大学教授として GMOの 審査にも当たっ
ておられ バイオセイフティの仕組み 汲びアジア諸国の現状に詳しい。

招行講演3「アメリカにおける食の安全性」
トーマス ビリー

氏 (Thom a s」B口呼)
国際食品安全ヨンサルタント社長

招待講演 ]「食料の輸入と安全性:日本の問題」
池戸 重信氏 (いけど しげのぶ)
目城大学教授

招待講演4「リスク、コストと実際;BSEを 例にJ

唐木 英明氏 (からきひであき)
東京大学名誉教授

東京都出身。日本学術会議会員。196 4年東声大学侯学部卒業後
同大学助手 助教授を経て教授。200 3年より同大名誉教授。草P目は

基礎獣医学 業理学。化学物質や食物の作用を研究。日本学術会
議会員 麻布大学客員教授などを兼任。主な役職としては 内閣府食
品安全委員会専門委員 文部科学省大学設置学校法人審議会専
P号委員 日本予防医学リスクマネージメント学会感染症 食品安全部
全部会長 日本農学アカデミー目」会長など。

国中 信 正氏 ( たなか の8 まヽさ)
新痴菜科大学教授

1935年生まれ。東京大学農学部車業 フルブライト留学生として
ウィスコンシン大学アディツンなに留学し 同校で単位を取得 細菌
学博士。2001年の新潟栗科大学応用生命学部設立に関与し 食
品安全学研究宣創設に伴い教授に就任。大学での教線の倍ら 8
本HACC Pトレーニングセンター理事長としてグローバルに通用する
HACCPの 啓発と普及に活礎中。

1 9 7 3年東北大学農学部農芸化学科を4業 し 農林省に入省。食品
流通局技術宮長 東京農林水ほ消費技術センター所長 食品流通
局消費生活課長 (独)盛林水産消費技術センター理事長を経て
2 0 0 5年より宮城大学会産業学部フードヒジネス学科教授 香川大
学農学部大学院非常勁議師 敦賀短期大学非常勤講師。

前ヨーデックス委員会議員。】996年～20 0 1年 米国震務省食品安
全局長として 新しい安全性確保のシステム導入などの三雲課題の

解決に尽くした。その後03年までコーデックス委員会議長を務め 食
品安全問題のアド′ヽイザーとしても活麟。現在も 食品安全性の間
題のエキスバートとして 米国内 国際の幅広い舞台で活慮している。

*コーデックス委員会(国連のFAO / W T o合 同食品規格委員会)
食品安全 規格をつかさどる国際機関で 食品衛生 残留農葉 添加物
化学品による汚染など 多くの分野て食品の安全性に関与している。

コーディネーター

,

ヨーディネーター

米予定していた講演者が一部変更になっています。ご了承ください。


